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社会福祉法人 松本市社会福祉協議会 



福祉（体験）学習講座「やさしさ“つむぎ”プログラム」 

開 催 要 領 
 

１ 目的 

  松本市社会福祉協議会は、「松本市ボランティア事業運営方針」に基づき教育機関や企

業等との連携・協力による福祉の啓発活動に取組んでいます。 

  福祉（体験）学習講座「やさしさ“つむぎ”プログラム」は、学習を通じて加齢や障

がい等に対する正しい理解を深め、ユニバーサルデザインの心を育むことを目的として

います。 

小・中・高等学校等の授業や企業等の研修における、人権・福祉教育の効果的な実施

に向けて、企画立案・職員派遣や講師紹介について松本市社協が協力させていただきま

す。 

 

２ 学習プログラム内容等 

  やさしさ“つむぎ”プログラムメニューをご参照ください。 

 

３ 開催について 

（１）申込方法 

   開催希望日の１か月以上前に、松本市社協地域福祉課にご連絡ください。 

（２）事前打合せ 

   学習プログラムの詳細を作成し、原則として会場の下見も兼ねて事前打合せをさせ 

  ていただきます。 

（３）注意事項 

   ・体験プログラムは人数によって実施時間が異なります。 

   ・実施希望時間が体験人数の割合よりも短い場合、お断りする場合があります。 

   ・体験人数が多い場合は、複数のプログラムをローテーションで体験するなども可 

能ですのでご相談ください。 

   ・高齢者疑似体験は、インストラクターを修了した担当職員が実施しますので、体 

験セットの貸出しのみは実施していません。 

   ・受講者が故意または乱暴な扱いによって体験資機材等を破損させた場合は、弁償 

   請求させていただく場合があります。 

 

４ 講師選定のお手伝い 

  福祉講話などで、障がい当事者の方や福祉活動をされている方をお探しの場合は、ご

相談ください。 

 

５ お問い合わせ先 

  松本市社会福祉協議会地域福祉課ボランティアセンター（電話：２７－３３８１） 



 

 

「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー① 

 

プログラム名 

車いす体験 
車いすを安全に押すこと、車いすに乗ることの両方を体験することで、車

いすを利用している方の気持ちを考え、バリアフリーや自分たちにできる

ことを考えるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

体育館に車いすのコース（スラローム・上り坂・下り坂・狭い道・

悪路）を作り、押す側・乗る側の両方を体験していただく。 

体験人数が多い場合は、待ち時間にユニバーサルデザイン講習

を行う。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員 

３ 会 場 体育館など 

４ 時 間 ４５分～９０分程度 ※体験人数による 

５ 必要物品 
車いす、コース作成機材（カラーコーン、踏切板、踏切調節板、

マット、平均台、角材など） ※車いすは社協で用意 

６ 備 考 

・車いすの搬入・搬出に伴う、車の駐車スペースの確保をお願い

いたします。 

・体操着等動きやすい服装で受講してください。 

  ※シャツやスカートはタイヤに絡まる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー② 

 

プログラム名 
アイマスク体験 

目隠しをした状態で、視覚以外の感覚を使って物や味を確認することで、

視覚障がいの方の生活について、理解を深めるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

目隠しをして、机のクロックポジション（時計の位置）に置いた

文房具や積み木の形を当てたり、フルーツグミの味を当てたり、

砂糖と塩の違いを確認したりしていただく。 

また、視覚障がい者の方の誘導や声掛けについても学んでいた

だく。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員 

３ 会 場 体育館・会議室など 

４ 時 間 概ね６０分程度  

５ 必要物品 

バンダナ、フルーツグミ、文房具、積み木、シャンプー、リンス、

砂糖、塩、体験資料、長机、椅子、ウェットティッシュ、ゴミ袋 

※バンダナは各自、フルーツグミは学校でご用意いただきます。 

６ 備 考 
・衛生面からアイマスクは使用しません。各自バンダナをご用意

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー③ 

 

プログラム名 

ブラインドチャレンジ 
目隠しをしたランナーとサポートする伴走者となり、２人１組で歩いたり

走ったりする「ブラインドチャレンジ」を通して、視覚障がいについて考

えるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

実際に視覚に障がいをお持ちの方のお話をお聞きしたり、「信州

伴走・伴歩協会」代表の大谷さんご指導のもと、目隠しをしたラ

ンナーと伴走者がロープで結ばれて一緒に歩いたり走ったりす

る「ブラインドチャレンジ」を体験することで、見えない世界や

視覚障がい者のガイドについて学んでいただく。 

２ 講 師 「信州伴走・伴歩協会」 代表 大谷拓哉さん 

３ 会 場 体育館・校庭など 

４ 時 間 概ね９０分程度  

５ 必要物品 アイマスク、コース作成機材（カラーコーンなど） 

６ 備 考 

・講師との日程調整のお時間をいただきますので、早めの申込み

をお願いします。 

・講師料（交通費等）につきましては、相談をお願いします。 

・体操着等動きやすい服装で受講してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー④ 

 

プログラム名 

高齢者疑似体験 
専用の装具を装着して、高齢者に近い身体の状態を体験することで、高齢

者の気持ちやどのように接することが良いか理解を深めるきっかけにし

ていただく。 

 

１ 内 容 

高齢者疑似体験装具を着用して、座ったり立ち上がったりする

動作や階段の上り下り、指先の作業、会話などでの耳の聴こえ

方、新聞の文字や色の見え方を体験していただく。 

また、高齢者の介助や声掛けについても学んでいただく。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員 

３ 会 場 体育館など 

４ 時 間 ６０分～９０分以上 ※体験人数による 

５ 必要物品 

高齢者疑似体験セット、耳栓、ビニール手袋、体験資材（小銭入

れ、小銭、商品表示、新聞紙、ペットボトル水、紙コップなど）、 

長机、椅子 

※耳栓、ビニール手袋、ペットボトル水、紙コップは学校でご用

意いただきます。 

６ 備 考 

・体操着等動きやすい服装で受講してください。 

・高齢者疑似体験は、インストラクターの講習を受けた社協職員

と、その補助職員が実施しますので、体験装具の貸出しのみは

行っていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑤ 

 

プログラム名 

ユニバーサルデザインゲーム 
ユニバーサルデザインのモノや考え方について学んでいただくことで、ど

んな人にも優しく、住みやすい社会にするためにはどうしたら良いのかを

考えるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の製品や写真から、ＵＤの説明を

させていただき、ポスターの中のＵＤの箇所を探していただく。 

公園をＵＤ化する教材を用いて、誰もが通える公園作りをゲー

ム感覚で行っていただく。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 概ね６０分程度  

５ 必要物品 
ＵＤ写真パネル、ＵＤ製品、ＵＤポスター、ＵＤ教材、机、椅子、

ホワイトボード、磁石 

６ 備 考 
・他の体験プログラムと合せて、本プログラムをご予定いただく

ことで、よりイメージができ理解が深まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑥ 

 

プログラム名 

ヘルプマーク学習 
外見ではわからない障がいや疾患などを、周囲に知らせることができる

「ヘルプマーク」や「ヘルプカード」について学び、困っている人に声を

かけられる優しい社会について考えるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

当事者である「つなぐ会」代表の奥家さんから、障がい者になっ

てからのお話や、つなぐ会の活動についてのお話をお聞きし、

「ヘルプマーク」や「ヘルプカード」についての説明を受け、障

がいに対する理解や声かけの大切さについて学んでいただく。 

２ 講 師 「福祉団体 つなぐ会」 代表 奥家正史さん 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 概ね４５分程度  

５ 必要物品 
 

６ 備 考 

・講師との日程調整のお時間をいただきますので、早めの申込み

をお願いします。 

・ヘルプマークの普及にもつながりますので、授業参観日などで

もぜひご予定ください。 

 

  



「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑦ 

 

プログラム名 

防災学習 
いつ起きても不思議ではない災害に備えて普段からできることや、災害が

起きた時の対応、災害ボランティア、身近な防災・減災対策について学習

し、知識を身につけていただく。 

 

１ 内 容 

・災害について（どんな災害があるの？ 準備しておくもの等） 

・災害ボランティアについて 

・災害がおきたらどうするの？ 

・防災、災害についてのクイズ 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 ２０分～１時間程度（内容によって異なります） 

５ 必要物品 
スクリーン、プロジェクター、パソコン 

（当会で持ち込むこともできます） 机、いす など 

６ 備 考 
小学校 1年生から、高校生まで学年によって内容を変更できま 

すのでお気軽にご相談ください。 

 

 

  

             
             
             

       
   

      
  

                  
          

  
                

     
                 

          
                  
      

                  
               
                  
                   
                  
      

                    
               



 

「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑧-１ 

 

プログラム名 

ボランティアってなあに？ 
「自らの意志を持って進んで○○する」というボランティア本来の意味や

考え方を理解し、自分たちには何ができるかといったことを考えるきっか

けにしていただく。 

 

１ 内 容 

「自発性」が意味の中心となるボランティアについて理解し、

“得意”、“好き”、“興味”などから「私発」で自分たちには何が

できるのだろうかということを、個人ワークを通じて学んでい

ただく。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員（ボランティア担当） 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 概ね４５分程度  

５ 必要物品 ワークシート、ＰＣ、プロジェクター、スクリーン、学習資料 

６ 備 考 
・小学校高学年以上、クラス（委員会やクラブ活動）単位での実

施向きの内容です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なにができるだろう？ 
ボランティア

について理解

する 



 

「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑧-２ 

 

プログラム名 

ボランティア活動企画～実践 
メニュー⑧-1「ボランティアってなあに？」を学習した上で、グループに

分れて自分たちができるボランティア活動を企画し、その活動を実践して

いただく。 

 

１ 内 容 

グループワークでそれぞれのボランティア活動の案を出し合

い、協力して一つの企画を練り上げ、実践することでボランティ

ア活動の本質についてさらに理解を深め、ボランティア活動の

やりがいや楽しみについても感じていただく。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員（ボランティア担当） 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 概ね４５分程度 × 複数回  

５ 必要物品 ワークシート、ＰＣ、プロジェクター、スクリーン、学習資料 

６ 備 考 
・小学校高学年以上、クラス（委員会やクラブ活動）単位での実

施向きの内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○活動は

どうかな？ 

わたしも○○が

得意だからやっ

てみたい！ 

グループワーク～実践へ 

いいね！ 

ぼくは趣味の

○○を活かして

貢献したいな！ 



 

「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑨ 

 

プログラム名 

傾聴体験ゲーム 
話し手に耳を傾け、心に寄り添い共感する傾聴の大切さをゲーム感覚で体

験しながら、悲しんでいたり、困っていたりする人への思いやりの心など

について考えるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

傾聴を行う際の、安心して話しやすくなる聴き方について「聴か

ないワーク」と「聴くワーク」をゲーム感覚で体験し、相手に寄

り添い共感することの大切さや、相手を思いやる心などについ

て学んでいただく。 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員（ボランティア担当） 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 概ね４５分程度  

５ 必要物品 ワークシート、学習資料 

６ 備 考 
・小学校高学年以上、クラス（委員会やクラブ活動）単位での実

施向きの内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話を「聴く」とは？ 
耳も心も傾けて寄り添う 



「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑩ 

 

プログラム名 

ボッチャ体験 
実際体験してもらうことで「ボッチャ」のルールややり方を学んでもらい、

ボッチャ以外の様々な障がい者スポーツについて、また、障がいについて

考えるきっかけにしていただく。 

 

１ 内 容 

「無償ボランティアサークル音色くらぶ」の高野さん（ボッチャ

選手）から選手としての活動についてお聞きしたり、実際に「ボ

ッチャ」を体験したりすることで、障害者スポーツについて学ん

でいただく。 

２ 講 師 「無償ボランティアサークル音色くらぶ」 高野雅也さん 

３ 会 場 体育館など 

４ 時 間 概ね９０分程度  

５ 必要物品  

６ 備 考 

・講師との日程調整のお時間をいただきますので、早めの申込み

をお願いします。 

・講師料（介護タクシー代等）につきましては、相談をお願いし

ます。 

・体操着等動きやすい服装で受講してください。 

・ボッチャ体験の他、高野さんによるヘルプマーク等のさまざま

なマークについて、またユニバーサルデザインについてのお

話しなどの講話も可能です。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 



「やさしさ“つむぎ”プログラム」メニュー⑪ 

 

プログラム名 

福祉のお仕事を知ろう 
「ホームヘルパーって？ケアマネージャーって？・・・・・・。」 

聞いたことはあるけど、どんなお仕事をしているの？ 

実際に従事している社会福祉協議会の職員が説明します。 

 

１ 内 容 

・ホームヘルパー（訪問介護員）のお仕事 

・ケアマネージャー（介護支援専門員）のお仕事 

・福祉施設のお話（介護・障がい等） 

２ 講 師 松本市社会福祉協議会職員 

３ 会 場 教室・会議室など 

４ 時 間 概ね４５分程度（１つの職種につき） 

５ 必要物品  

６ 備 考 

・担当職員との日程調整のお時間をいただきますので、早めの申

込みをお願いします。 

・その他、福祉の仕事や取組みについての説明等ご希望があれば

ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「ともにつながる しあわせのまちづくり」 

社会福祉法人 松本市社会福祉協議会 
ボランティアセンター 

〒３９０－０８３３ 

長野県松本市双葉４番１６号（松本市総合社会福祉センター） 

電話：０２３６-２７-３３８１ ＦＡＸ：０２６３-２７-２２３９ 

Ｅ-mail：chiiki@syakyo-matsumoto.or.jp 


